
書

評

評書

松
尾
尊
紅
藍

『
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
』

一

平
　
野
　
敬
　
和

　
松
尾
尊
免
氏
の
『
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
臨
は
、
以
前
に
公
刊
さ
れ
て
い

る
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研
究
曝
（
青
木
書
店
、
　
一
九
六
六
年
）
、
主
著

『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
）
、
『
普
通
選
挙
鋼
度

成
立
史
の
研
究
臨
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）
等
と
同
時
並
行
し
て
書
か

れ
た
諸
論
文
を
集
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
著
書
と
問
題
関
心
を
重
ね
な
が
ら
、
各

部
の
主
題
を
設
定
し
て
い
る
。
第
～
部
「
吉
野
作
造
と
東
ア
ジ
ア
」
に
は
、

氏
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
言
う
べ
き
吉
野
研
究
の
内
、
そ
の
中
国
論
と
朝
鮮

論
に
関
す
る
論
稿
が
置
か
れ
、
第
二
部
「
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
朝
鮮
」

で
は
、
日
本
組
合
基
督
教
会
が
韓
国
併
合
後
に
行
な
っ
た
朝
鮮
伝
道
の
実
態

が
検
証
さ
れ
る
と
と
も
に
、
吉
野
を
も
含
め
た
伝
道
を
め
ぐ
る
路
線
闘
争
が

描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
第
三
部
は
「
関
東
大
震
災
下
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
」

と
し
て
、
姜
三
相
氏
と
の
論
争
を
軸
に
、
こ
の
研
究
分
野
の
深
化
を
図
っ
た

論
文
を
収
め
て
い
る
。
そ
し
て
第
四
部
爾
東
洋
経
済
新
報
』
の
帝
国
主
義

批
判
」
で
は
、
戦
前
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
噸
東
洋
経
済
新
報
睡
の

論
説
を
主
と
し
て
扱
い
、
そ
の
「
帝
国
主
義
」
批
判
の
内
容
を
検
討
し
て
い

る
。
以
上
の
諸
論
文
で
は
、
個
々
の
テ
ー
マ
が
大
正
期
を
代
表
す
る
「
民
本

主
義
」
の
思
潮
の
展
開
の
内
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
歴
史
的
意
味
が
問
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成
と
初
出
年
は
次
の
当
り
。

　
第
一
部
　
吉
野
作
造
と
東
ア
ジ
ア

　
　
一
　
吉
野
作
造
の
生
涯

　
　
　
一
　
吉
野
作
造
小
伝
（
｝
九
七
六
年
）

　
　
　
二
　
民
本
主
義
鼓
吹
時
代
の
日
常
生
活
（
一
九
九
六
年
）

　
　
狂
　
吉
野
作
造
と
中
国

　
　
　
一
　
民
本
主
義
者
と
五
四
運
動
（
一
九
六
四
年
）

　
　
　
二
　
五
四
運
動
と
日
本
（
｝
九
八
八
年
）

　
　
　
三
　
五
四
期
に
お
け
る
吉
野
作
造
と
李
大
釧
（
一
九
八
八
年
忌

　
　
　
四
　
吉
野
作
造
の
中
国
論
（
一
九
九
六
コ
入

　
　
m
　
吉
野
作
造
と
朝
鮮

　
　
　
一
　
吉
野
作
造
と
朝
鮮
i
三
一
運
動
期
を
中
心
に
（
一
九
六
八

　
　
　
　
年
）

　
　
　
二
　
吉
野
作
造
と
綾
里
朝
鮮
人
学
生
（
一
九
七
三
年
）

　
　
　
三
　
吉
野
作
造
の
朝
鮮
論
（
一
九
九
六
年
）

　
第
二
部
　
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
朝
鮮

　
　
－
　
日
本
組
合
基
督
教
会
の
朝
鮮
伝
道
（
一
九
六
八
年
）

　
　
H
　
三
一
運
動
と
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
一
九
六
八
年
）

　
第
三
部
　
関
東
大
震
災
下
の
朝
鮮
入
虐
殺
事
件

　
　
－
　
関
東
大
震
災
下
の
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
（
…
九
六
三
・
六
四
年
）

　
　
H
　
関
東
大
震
災
下
の
朝
鮮
人
暴
動
流
言
に
関
す
る
二
、
三
の
問
題

　
　
　
（
一
九
山
ハ
四
年
）
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第
四
部
　
　
『
東
洋
経
済
新
報
瓢
の
帝
国
主
義
批
判

　
　
－
　
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
…
の
一
水
脈
　
　
石
橋
湛
山
と
そ
の
先
行
者
た

　
　
　
ち
（
～
九
七
一
年
）

　
　
1
　
明
治
後
期
の
『
東
洋
経
済
新
報
駈

　
　
　
一
　
急
進
的
自
由
主
義
の
成
立
過
程
（
｝
九
七
二
年
）

　
　
　
一
一
三
浦
章
太
郎
小
論
（
一
九
九
五
年
）

　
　
猛
　
戦
中
戦
後
の
石
橋
湛
山

　
　
　
一
　
十
五
年
戦
争
下
の
石
橋
湛
山
（
一
九
八
三
年
）

　
　
　
一
一
日
中
国
交
回
復
と
石
橋
湛
山
（
～
九
八
八
年
）

　
松
尾
氏
が
用
い
て
い
る
「
民
本
主
義
」
に
は
、
以
上
に
概
観
し
た
テ
ー
マ

か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
端
的
に
吉
野
を
中
心
と
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
…
論
者

の
示
し
た
内
容
が
念
頭
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
「
帝
国
主
義
漏
論
の
関

係
を
間
う
こ
と
が
、
本
書
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。
民
本
主
義
と
い
う
翌
口
早

自
体
は
、
す
で
に
明
治
の
末
頃
か
ら
様
々
な
論
者
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
た

が
、
氏
が
こ
こ
で
用
い
て
い
る
「
民
本
主
義
」
と
は
吉
野
が
意
図
し
た
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
訳
語
で
あ
り
、
特
に
一
九
一
六
年
一
月
『
中
央
公
論
臨
誌
上
の

「
憲
政
の
本
義
を
説
い
て
其
有
終
の
美
を
済
す
の
途
を
論
ず
扁
で
示
さ
れ
た

概
念
を
指
し
て
い
る
。
吉
野
の
論
説
が
発
表
さ
れ
て
以
後
、
民
本
主
義
の
内

容
を
め
ぐ
る
思
想
闘
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
中
で
、
氏
が
本
書
の
題
名
で
用

い
て
い
る
「
民
本
主
義
」
は
限
定
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　
本
書
評
は
、
本
書
に
一
貫
す
る
松
尾
氏
の
〈
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
〉
と

い
う
歴
史
的
視
座
を
言
説
史
の
水
準
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
量
的
と
し
、

さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、
今
日
的
情
況
に
お
い
て
歴
史
研
究
に
携
わ
る
者
に
と
っ

て
、
い
か
な
る
問
題
を
導
き
得
る
の
か
を
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

二

　
さ
て
、
そ
も
そ
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
考
の
「
民
本
主
義
扁
を
彼
ら
の
「
帝

国
主
義
」
論
と
と
も
に
論
じ
る
枠
組
み
を
初
め
に
提
示
し
た
の
は
松
尾
氏
で

は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
を
読
む
上
で
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
。
本
書

で
随
所
に
批
朝
的
対
象
と
し
て
登
場
す
る
講
座
派
マ
ル
ク
ス
主
義
史
観
を
背

負
う
歴
史
家
こ
そ
、
そ
の
歴
史
的
評
価
の
座
標
軸
を
導
入
し
た
最
初
で
あ
り
、

た
と
え
ば
井
上
清
・
中
塚
明
氏
等
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
へ
の
評
価
が
、
絶

え
ず
本
書
で
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
本
書
に
収
め
ら
れ

た
諸
論
稿
の
内
、
最
初
期
の
も
の
に
属
す
る
第
一
部
H
の
一
「
民
本
主
義
者

と
五
四
運
動
扁
や
猛
の
～
「
吉
野
作
造
と
朝
鮮
…
三
一
運
動
期
を
中
心

に
」
に
お
い
て
、
論
の
始
め
が
彼
ら
の
歴
史
的
視
座
へ
の
違
和
感
の
書
明
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
対
立
を
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
松
尾
氏
は
、

〈
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
〉
と
い
う
視
座
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
吉
野
に
対
す

る
評
価
を
、
〈
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
〉
の
関
係
に
新
た
な
内
容
を
持
ち
込

む
こ
と
か
ら
覆
そ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
こ
の
問
題
（
民
本
主
義

と
帝
国
主
義
の
関
係
一
筆
者
注
）
に
言
及
す
る
人
は
、
こ
と
ご
と
く
民
本

主
義
が
帝
国
主
義
と
正
颪
か
ら
対
決
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
強

調
」
（
一
二
八
頁
）
す
る
の
を
批
判
し
、
「
吉
野
作
造
は
な
る
ほ
ど
帝
国
主
義

と
正
面
か
ら
対
決
し
は
し
な
か
っ
た
が
、
終
生
そ
の
有
力
な
る
批
判
者
で
あ

り
、
と
く
に
一
九
一
九
－
二
〇
年
の
段
階
に
お
い
て
は
、
五
四
運
動
と
の
提

携
を
策
す
る
こ
と
に
よ
り
、
帝
国
主
義
を
根
本
的
に
否
定
す
る
方
向
を
打
ち

出
し
た
」
（
一
二
八
～
　
二
九
頁
）
と
い
う
対
抗
軸
を
持
ち
出
し
て
い
る
の

は
、
そ
の
思
想
闘
争
の
現
れ
で
あ
る
。
松
尾
氏
は
「
日
本
帝
国
主
義
に
対
し
、

民
本
主
義
が
ど
の
て
い
ど
ま
で
対
決
し
え
た
か
を
測
定
す
る
」
（
五
七
頁
）
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評書

目
的
に
基
づ
き
、
ま
た
「
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略
に
反
対
し
、
正
常
な
購
中

友
好
関
係
を
う
ち
た
て
よ
う
と
し
た
努
力
は
、
日
本
民
族
の
中
で
も
、
存
在

し
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
せ
め
て
も
の
救
い
で
あ

る
こ
の
試
み
の
歴
史
は
、
ま
だ
充
分
に
発
掘
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
」

（
五
六
頁
）
情
況
に
鑑
み
て
、
「
民
主
主
義
な
い
し
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
歴
史
的
再
評
価
」
（
五
六
頁
）
の
作
業
を
、
〈
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
〉
に

つ
い
て
従
来
言
わ
れ
て
き
た
関
係
を
批
判
す
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
モ
テ
ィ
…
フ
は
、
本
書
に
お
い
て
一
貫
し
て
い
る
。

　
こ
の
松
尾
氏
の
「
民
主
主
義
な
い
し
は
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
歴
史
的
再

評
価
」
と
い
う
試
み
が
、
講
座
派
史
観
に
対
抗
す
る
形
で
一
九
六
〇
年
代
に

提
示
さ
れ
た
こ
と
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
理
解
す
る
に
は
、
し
ば
ら
く
当
該
期
の

思
想
情
況
を
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
六
〇
年
代
に
は
す
で
に

戦
後
民
主
主
義
の
形
骸
化
が
問
題
と
な
り
、
そ
の
中
核
に
位
置
す
る
日
本
国

憲
法
の
〈
正
統
性
〉
の
根
拠
も
ま
た
揺
ら
い
で
い
た
こ
と
が
、
ま
ず
思
い
起

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
情
況
に
お
い
て
松
尾
氏
が
研

究
の
出
発
点
と
定
め
た
の
は
、
「
民
本
主
義
の
な
か
に
存
在
し
た
歴
史
変
革

の
可
能
性
に
眼
を
閉
じ
な
い
こ
と
」
（
『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
研
究
』
「
ま

え
が
き
」
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
「
可
能
性
」
が
当
該
期
に
あ
っ
て
、
講
座
派

史
観
か
ら
は
積
極
的
な
意
義
付
け
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
戦
後

民
主
主
義
へ
と
繋
が
る
門
可
能
性
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
行
間
に
明

ら
か
で
あ
る
。
一
方
に
お
い
て
、
憲
法
の
「
押
し
つ
け
論
」
が
台
頭
す
る
中

で
、
そ
れ
に
対
抗
し
て
民
主
主
義
の
内
在
的
発
展
を
実
証
す
る
こ
と
は
い
か

に
し
て
可
能
か
、
と
い
う
批
判
的
知
の
方
向
性
を
、
松
尾
氏
の
議
論
に
読
み

取
れ
よ
う
。
そ
れ
は
確
か
に
、
講
座
派
史
観
に
よ
っ
て
断
絶
さ
れ
た
戦
葡
と

戦
後
の
間
を
繋
ぐ
試
み
と
し
て
あ
る
と
同
時
に
、
戦
後
茎
短
の
新
た
な
保
守

化
（
た
と
え
ば
近
代
化
論
の
台
頭
）
に
対
抗
す
る
批
判
的
立
場
の
表
明
で
も

あ
っ
た
。
そ
の
立
場
か
ら
後
に
、
「
戦
後
民
主
主
義
の
源
流
と
し
て
の
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
視
座
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
吉
野
の
テ
キ
ス

ト
は
、
以
上
の
よ
う
な
松
尾
氏
の
眼
差
し
か
ら
く
発
見
〉
さ
れ
、
意
味
付
け

ら
れ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
本
書
の
第
二
部
で
描
か
れ
た
戦
前
に
お
け
る
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
諸
派
の
活
動
な
ど
、
氏
に
よ
っ
て
初
め
て
光
の
当
た
っ
た
領
域

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
松
尾
氏
の
歴
史
的
視
座
か
ら
は
、
戦
後
民
主
主
義
の

成
立
基
盤
を
大
正
期
の
思
想
的
営
為
に
掘
り
あ
て
る
と
い
う
新
た
な
試
み
が

始
ま
る
と
と
も
に
、
そ
の
試
み
は
当
該
期
の
社
会
情
況
に
お
い
て
き
わ
め
て

戦
略
的
な
批
判
的
知
の
表
明
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

三

　
そ
こ
で
、
旦
一
体
的
な
叙
述
内
容
の
検
討
に
移
ろ
う
。
門
民
本
主
義
」
論
を

「
帝
国
主
義
」
論
と
の
関
連
に
お
い
て
議
論
す
る
場
合
、
必
然
的
に
設
定
さ

れ
る
テ
ー
マ
は
、
本
書
で
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
日
本
の
知
識
人
の
対
ア
ジ
ア

認
識
の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
明
確
に
、
講
座
派
史
観
か
ら
す
る
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
理
解
に
批
判
の
矛
先
が
向
い
て
い
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
帝
国
主

義
理
解
を
評
価
の
基
準
と
し
て
、
大
正
期
の
「
帝
国
主
義
」
批
判
の
内
実
を

「
不
徹
底
な
も
の
」
と
裁
断
し
た
。
そ
の
た
め
吉
野
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

も
常
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
吉
野
の
「
帝
国
主
義
」
批
判
が
自
ら
の
基
準

と
す
る
帝
国
主
義
理
解
に
ど
れ
ほ
ど
接
近
し
得
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
で
は
吉
野
の
位
置
の
新
し
さ
は
不
問
に
さ
れ
、
戦
後
に
植
民
地

を
失
っ
た
時
点
の
人
間
が
そ
の
価
値
基
準
を
当
該
期
に
投
影
し
て
評
価
を
下

す
誤
り
を
犯
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
と
松
尾
氏
は
批
判
す
る
。

　
そ
れ
で
は
松
尾
氏
は
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
中
か
ら
い
か
な
る
吉
野
評
価
を
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提
示
し
て
き
た
の
か
。
氏
の
批
判
者
が
吉
野
の
「
民
本
主
義
」
論
を
帝
国
主

義
批
判
の
門
不
徹
底
性
」
に
お
い
て
糾
弾
す
る
の
に
対
し
て
、
松
尾
氏
は
吉

野
の
「
民
本
主
義
」
を
帝
国
主
義
批
糊
の
視
点
を
内
在
さ
せ
た
も
の
と
読
み

込
む
こ
と
か
ら
、
そ
の
「
進
歩
性
漏
を
実
証
し
よ
う
と
試
み
た
。
い
わ
ば
、

講
座
派
史
観
に
お
い
て
は
帝
国
主
義
を
否
定
し
損
な
っ
た
「
限
界
」
と
し
て

「
民
本
主
義
」
が
断
羅
さ
れ
る
の
に
潔
し
て
、
松
尾
氏
は
吉
野
の
「
民
本
主

義
」
を
帝
国
主
義
批
判
の
潮
流
に
与
す
る
雷
説
に
読
み
替
え
る
わ
け
で
あ
る
。

「（

g
野
の
中
国
論
に
見
ら
れ
る
1
筆
者
注
）
帝
国
主
義
意
識
の
残
存
は
、

民
本
主
義
が
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
の
枠
中
に
と
ど
ま
る
限
り
、
お
そ
ら
く

払
拭
す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
む
し
ろ

日
中
民
主
主
義
運
動
の
共
同
闘
争
と
い
う
観
点
を
打
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

民
本
主
義
が
、
自
ら
そ
の
枠
よ
り
一
歩
ふ
み
出
そ
う
と
し
た
点
を
積
極
的
に

評
価
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
」
（
六
五
頁
）
。
確
か
に
吉
野
の
門
帝
国

主
義
」
批
判
は
、
中
国
で
の
利
権
の
全
否
定
に
も
、
植
民
地
朝
鮮
の
解
放
に

も
向
い
て
い
な
い
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
義
の
枠
を
突

き
崩
す
方
向
へ
と
繋
が
る
門
可
能
性
」
に
お
い
て
読
ま
れ
る
べ
き
だ
、
と
書

う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
吉
野
の
朝
鮮
論
に
対
す
る
評
価
と
し
て
は
、
「
わ
れ

わ
れ
は
、
少
な
く
と
も
三
一
運
動
期
に
お
け
る
吉
野
の
悪
論
を
量
る
か
ぎ
り
、

吉
野
の
民
本
主
義
が
皿
製
し
て
帝
国
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
で
あ
り
、

社
会
主
義
や
民
族
独
立
運
動
に
敵
対
し
て
帝
国
主
義
を
擁
護
す
る
役
割
を
に

な
っ
た
と
の
評
価
は
妥
当
性
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
民
本
主
義
が
社
会

主
義
と
対
立
し
、
ま
た
植
民
地
即
時
放
棄
を
積
極
的
に
主
張
し
な
か
っ
た
か

ら
、
そ
れ
は
「
支
配
階
級
」
内
部
の
門
保
守
主
義
」
で
あ
り
、
帝
国
主
義
そ

の
も
の
で
あ
り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
的
尖
兵
で
さ
え
も
な
い
、
な

ど
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
単
純
に
し
て
抽
象
的
な
独
断
で
あ
る
。
民
本

主
義
が
歴
史
の
発
展
段
階
に
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
主
張
を
変
化

さ
せ
、
そ
し
て
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
政
治
的
階
級
配
置
の
申
で
、
ど
‘

の
よ
う
な
客
観
的
意
義
を
も
ち
え
た
の
か
、
こ
の
点
を
ぬ
き
に
し
て
吉
野
な

い
し
民
本
主
義
の
歴
史
的
評
価
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
」
（
一
五
九
頁
）
と
い

う
結
論
が
導
か
れ
る
。
こ
こ
で
氏
が
強
調
す
る
「
発
展
段
階
扁
と
は
、
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
後
民
主
主
義
へ
の
道
程
に
お
い
て
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
評
価
す
る
と
い
う
視
座
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
は
「
戦
後
醜
業
主
義
の
源
流
と
し
て
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う

図
式
を
提
示
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
基
盤
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
講
座
派
史
観
と
の
間
に
存
在
す
る
そ
う
し
た
差
異
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
彼
ら
の
帝
国
主
義
論
に
つ
い
て
松
尾
氏
が
批
判
し
得
な
か
っ
た
点
は
、

今
日
明
瞭
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
帝
国
主
義
論
へ
の
到
達
度
を
吉

野
の
テ
キ
ス
ト
に
測
定
す
る
講
座
派
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る

氏
も
ま
た
、
彼
ら
に
持
ち
込
ま
れ
た
評
価
軸
と
し
て
の
帝
国
主
義
理
解
に
則

っ
て
、
吉
野
の
テ
キ
ス
ト
に
帝
国
日
本
か
ら
の
ア
ジ
ア
解
放
の
「
可
能
性
扁

を
読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
思
想
史
上
の
位
置
付
け
を
行
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
な
ら
、
講
座
派
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
発
展

史
観
に
よ
り
断
罪
さ
れ
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
「
不
徹
底
さ
」
は
、
松
尾

氏
に
お
い
て
も
戦
後
の
帝
国
主
義
批
判
論
と
吉
野
の
「
帝
国
主
義
」
批
判
論

の
差
異
が
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
、
戦
後
民
主
主
義
へ
の
「
可
能
性
」
の
内
に

徹
底
し
て
読
み
替
え
ら
れ
て
い
く
。
門
民
本
主
義
」
は
戦
後
民
主
主
義
へ
の
、

ま
た
「
帝
国
主
義
」
批
判
は
戦
後
の
植
民
地
解
放
へ
と
い
う
物
語
の
中
に
、

吉
野
の
テ
キ
ス
ト
は
回
収
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
政
治
改
革
論
と

し
て
の
「
民
本
主
義
」
は
も
ち
ろ
ん
、
国
際
民
主
主
義
思
想
を
含
め
た
広
義

の
「
民
本
主
義
」
論
に
つ
い
て
も
、
そ
の
可
能
性
は
封
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。
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評書

「
民
本
主
義
」
が
戦
後
の
国
民
主
権
主
義
と
決
定
的
に
異
な
る
点
、
ま
た

「
帝
国
主
義
」
批
判
が
植
民
地
を
失
っ
た
戦
後
の
政
治
的
情
況
に
お
い
て
設

定
さ
れ
る
問
題
意
識
と
は
質
的
に
異
な
る
点
は
本
書
で
は
不
問
に
さ
れ
、
吉

野
は
戦
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
成
立
史
の
内
に
回
収
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

四

　
第
四
部
で
は
、
石
橋
湛
山
を
そ
の
頂
点
と
す
る
『
東
洋
経
済
新
報
』
の
論

説
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
問
題
関
心
は
吉
野
論
に
お

い
て
示
さ
れ
た
氏
の
視
座
に
重
複
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
問
題
と
さ
れ
る
べ

き
は
、
鶴
東
洋
経
済
新
報
』
の
帝
国
主
義
批
判
」
と
言
わ
れ
る
際
の
「
帝
国

主
義
」
批
判
の
内
実
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

石
橋
に
先
立
っ
て
日
本
の
「
帝
国
主
義
」
的
情
況
を
批
判
し
、
対
ア
ジ
ア
政

策
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
た
三
浦
鎌
太
郎
の
論
説
に
つ
い
て
も
、
そ
の
歴
史
的

評
価
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

　
『
東
洋
経
済
新
報
曝
に
関
す
る
先
行
研
究
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
本
書
で

も
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
六
九
年
か
ら
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
に
お
い
て
積
み
重
ね
ら
れ
、
七
二
年
に
は
『
大
正
期
の
急
進
的
自
由
主
義

一
一
東
洋
経
済
新
…
報
』
を
中
心
と
し
て
撫
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
と
し
て

刊
行
さ
れ
た
共
同
研
究
で
あ
る
。
井
上
清
・
渡
部
徹
氏
を
代
表
著
者
と
し
て
、

松
尾
氏
も
加
わ
っ
た
こ
の
共
同
研
究
の
報
告
書
か
ら
は
、
今
日
様
々
な
問
題

を
看
取
で
き
る
。
端
的
に
い
っ
て
、
そ
こ
で
の
対
立
は
各
々
の
吉
野
論
で
示

さ
れ
た
評
価
軸
が
反
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
報
告
書
の
中
で
、

い
く
つ
も
の
論
文
に
散
見
さ
れ
る
音
野
批
判
が
、
『
東
洋
経
済
新
報
』
の
主

張
に
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
「
限
界
」
と
論
じ
ら
れ
る
～
方
で
、
松
尾
氏
が

磯
東
洋
経
済
新
報
聴
と
吉
野
の
結
節
点
を
両
者
の
「
帝
国
主
義
」
批
判
論
に

見
い
だ
そ
う
と
す
る
様
は
、
ま
さ
に
孤
軍
奮
闘
の
感
が
あ
る
。

　
松
尾
氏
の
一
連
の
『
東
洋
経
済
新
報
』
論
の
中
で
は
初
期
の
も
の
に
属
す

る
第
四
部
韮
の
　
「
急
進
的
自
曲
主
義
の
成
立
過
程
」
に
お
い
て
、
社
の
路

線
を
決
定
付
け
る
役
割
を
果
し
た
三
浦
鎮
太
郎
の
評
価
の
問
題
を
、
「
帝
国

主
義
批
判
の
真
髄
」
と
し
て
語
る
内
容
は
、
一
例
を
挙
げ
る
と
次
の
ご
と
く

で
あ
る
。
「
三
浦
指
導
下
の
『
新
報
軸
が
、
「
大
日
本
主
義
」
の
「
軍
国
主

義
・
専
制
主
義
・
国
家
主
義
」
に
対
置
し
た
の
は
「
小
日
本
主
義
」
の
「
産

業
主
義
・
自
由
主
義
・
個
人
主
義
」
で
あ
り
、
当
面
強
調
し
た
の
が
移
民
不

要
論
と
「
満
州
」
放
棄
論
で
あ
っ
た
」
（
四
二
七
頁
）
。
こ
こ
か
ら
、
一
九
一

三
年
以
降
に
三
浦
や
石
橋
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
小
日
本
主
義
」
の
主
張

が
、
非
侵
略
主
義
の
語
り
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

も
そ
も
「
小
日
本
主
義
」
と
は
、
当
該
期
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
主
義
的
政
策
に

範
を
取
り
、
そ
れ
ま
で
の
帝
国
主
義
政
策
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
議
論

を
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
期
に
問
わ
れ
た
の
は
、
帝
国
日
本
を
従
来

の
政
策
遂
行
の
内
に
膨
張
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
新
た
な
政
策
を
実
行
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
帝
国
の
権
益
拡
大
を
図
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
は
ず
だ
。

そ
し
て
そ
の
問
題
提
起
は
、
帝
国
の
改
造
と
い
う
動
き
が
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

持
つ
時
代
に
お
い
て
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
松
尾
氏

の
議
論
に
お
い
て
は
、
吉
野
の
「
帝
国
主
義
」
批
判
が
戦
後
社
会
の
成
立
を

遡
及
的
に
辿
る
視
線
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
そ
の
評
価
を
与
え
ら
れ
た
の
と
同
じ

く
、
『
東
洋
経
済
新
報
匝
の
移
民
不
要
論
や
「
満
州
」
放
棄
論
も
ま
た
、
そ

の
門
小
日
本
主
義
漏
の
可
能
性
は
戦
後
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
成

立
を
投
影
し
た
非
侵
略
主
義
と
し
て
し
か
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の

作
業
は
、
戦
後
社
会
の
成
立
に
関
わ
っ
て
事
後
的
・
目
的
論
的
に
大
正
デ
モ
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ク
ラ
シ
ー
思
想
を
構
成
す
る
と
岡
時
に
、
帝
国
日
本
の
改
造
を
提
唱
し
た

『
東
洋
経
済
新
報
賑
の
関
心
の
あ
り
様
を
批
判
的
に
捉
え
ら
れ
な
い
位
置
に

自
ら
の
視
座
を
設
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

五

　
〈
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
〉
と
い
う
視
座
か
ら
批
判
的
に
問
わ
れ
る
こ
と

の
な
い
問
題
は
、
近
代
日
本
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
＜
帝
国
〉
と
し
て
存
在
し
て

き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
吉
野
の
テ
キ
ス
ト
に
兇
ら
れ
る
帝

国
の
立
論
構
成
が
、
植
民
地
な
き
戦
後
社
会
の
成
立
基
盤
を
事
後
的
に
読
み

込
む
作
業
に
よ
り
す
く
い
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た

作
業
は
、
吉
野
の
可
能
性
を
封
じ
込
め
て
い
る
。
果
た
し
て
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
思
想
は
、
戦
後
民
主
主
義
の
源
流
と
し
て
の
み
論
じ
得
る
の
か
。
そ
の

問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
か
ら
一
九
三
〇
年

代
・
総
力
戦
体
制
下
へ
の
転
回
、
さ
ら
に
は
戦
後
意
識
の
成
立
を
論
じ
る
歴

史
的
視
座
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
始
め
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
吉
野
門
下
の
東
京
帝
国
大
学
生
を
中

心
に
結
成
さ
れ
た
新
人
会
の
初
期
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
一
九
二
〇
年
代
に
論

壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
政
治
学
者
・
蝋
山
政
道
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
出

発
点
に
お
い
て
彼
は
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
を
基
軸
と
す
る

国
際
民
主
主
義
思
想
に
裏
打
ち
さ
れ
た
国
際
社
会
の
成
立
を
提
唱
し
、
ま
た

国
際
連
盟
は
実
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
国
際
社
会
の
政
治
機
構
と
し
て
存
立
す

る
と
論
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
は
、
申
国
国
民
党
の
成
長
と
太
平
洋
沿
岸
に
お

け
る
ア
メ
り
力
資
本
の
国
際
移
動
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
秩

序
形
成
の
規
定
力
に
な
る
と
の
見
解
が
採
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
の
体
制
に
真
っ
向
か
ら
衝
突
す
る
動
き
が
満
洲
事
変
と
し
て
勃
発
し
て
以

降
は
、
徐
々
に
議
論
が
転
駕
す
る
。
始
め
は
国
際
秩
序
の
維
持
と
、
現
実
に

は
そ
れ
に
対
抗
す
る
政
治
勢
力
に
成
長
し
つ
つ
あ
る
臼
本
主
導
の
東
ア
ジ
ア

地
域
秩
序
の
形
成
に
折
り
合
い
を
つ
け
る
「
地
域
主
義
扁
の
主
張
と
し
て
、

次
に
一
九
三
七
年
の
対
中
國
全
面
戦
争
開
始
後
に
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日

本
の
指
導
性
を
弁
証
す
る
「
東
亜
協
同
体
論
」
へ
と
発
展
し
た
。
ま
た
そ
の

議
論
は
敗
戦
後
、
一
九
五
〇
年
代
の
半
ば
に
は
、
東
ア
ジ
ア
の
開
発
に
日
本

が
果
た
す
主
導
的
役
割
を
正
当
化
す
る
近
代
化
論
へ
と
収
束
す
る
。
こ
こ
で

概
観
し
た
蝋
山
の
軌
跡
も
ま
た
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
可
能
牲
と
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
（
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
酒
井
哲
哉
氏
の
「
「
東
亜
協

同
体
論
」
か
ら
「
近
代
化
論
」
へ
　
　
蝋
山
政
道
に
お
け
る
地
域
・
開
発
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
論
の
位
相
一
」
〔
日
本
政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
学
～

九
九
八
・
日
本
外
交
に
お
け
る
ア
ジ
ア
主
義
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

九
年
〕
が
示
唆
的
で
あ
る
）
。
松
尾
氏
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
理
解
は
、
こ

う
し
た
軌
跡
を
不
問
に
す
る
こ
と
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
人
会
の
創
設
に
関
わ
り
、
そ
の
後
マ
ル
ク
ス
主
義
の
洗
礼
を
受

け
て
、
吉
野
・
蝋
山
の
ラ
イ
ン
か
ら
は
離
れ
て
い
っ
た
知
識
人
の
活
動
に
つ

い
て
も
、
そ
の
可
能
性
が
封
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
が
一
九
工

○
・
三
〇
年
代
に
ど
の
よ
う
な
転
回
を
見
せ
た
か
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

「
急
速
な
マ
ル
ク
ス
主
義
の
青
年
学
生
へ
の
浸
透
が
、
中
国
へ
の
彼
ら
の
関

心
を
失
わ
せ
扁
（
九
〇
頁
）
た
と
い
っ
た
本
書
で
随
所
に
登
場
す
る
叙
述
だ

け
で
は
説
明
不
足
で
あ
る
。
松
尾
氏
に
お
い
て
は
、
ポ
ス
ト
告
野
世
代
の
知

識
人
た
ち
の
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
が
捨
象
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
評
価
に
値
し
な

い
も
の
と
し
て
～
顧
だ
に
与
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
講
座
派
社
会
科
学
者

の
植
民
地
論
等
）
。
今
日
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
体
制
か
ら
一
九
三
〇
年
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評書

代
・
総
力
戦
体
制
へ
の
転
回
、
そ
し
て
戦
後
社
会
の
成
立
の
軌
跡
を
論
じ
る

に
は
、
よ
り
多
角
的
な
歴
史
的
視
座
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
戦

後
民
主
主
義
の
源
流
と
し
て
の
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
予
定
調
和
的

な
歴
史
叙
述
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
が
そ
の
後
に
辿
っ
た
紆
余
曲
折

ほ
可
能
性
を
あ
ま
り
に
も
単
純
化
し
た
議
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
松
尾
氏
が
編
集
に
携
わ
り
、
折
し
も
「
戦
後
五
〇
年
」
に
合
わ

せ
て
刊
行
さ
れ
た
噸
吉
野
作
造
選
集
』
（
岩
波
書
店
）
に
蕎
及
す
る
な
ら
、

そ
こ
で
採
ら
れ
た
編
集
方
針
に
も
、
抜
き
差
し
な
ら
な
い
問
題
が
存
在
し
て

い
る
。
本
書
評
が
対
象
と
す
る
『
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
』
に
も
、
松
尾
氏

に
よ
る
『
吉
野
作
造
選
集
』
の
「
解
説
」
が
三
本
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で

（
第
一
部
1
の
工
、
H
の
三
、
皿
の
三
）
、
そ
こ
で
の
問
題
に
触
れ
た
い
。

～
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
形
成
さ
れ
た
松
尾
氏
の
歴
史
的
視
座
が
、

九
〇
年
代
に
入
り
い
か
な
る
変
容
を
遂
げ
た
の
か
（
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば

遂
げ
て
い
な
い
こ
と
）
を
検
証
す
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
た
重
大
な
今
日
的
問

題
を
導
き
だ
せ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
『
吉
野
作
造
選
集
』
は
全
一
五

巻
・
別
巻
～
か
ら
成
り
、
そ
の
構
成
を
大
雑
把
に
言
う
と
、
「
国
内
政
治
論
」

「
国
際
政
治
論
」
「
中
国
・
朝
鮮
論
」
「
社
会
運
動
面
」
「
明
治
文
化
研
究
」

「
随
筆
」
「
日
記
」
と
な
っ
て
い
る
。
試
み
に
、
吉
野
の
植
民
地
台
湾
に
関

す
る
論
説
が
ど
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
「
中
国
論
漏
に

あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
取
っ
て
み
て
も
、
編
集
者
が
い
か
に
戦
後
の

国
家
的
枠
組
み
に
捕
わ
れ
る
形
で
吉
野
の
論
説
を
読
ん
で
い
る
か
が
窺
え
る

で
あ
ろ
う
。
当
然
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
国
内
政
治
論
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る

「
内
地
政
治
論
」
で
あ
っ
て
、
植
民
地
に
関
す
る
発
言
は
含
ま
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
編
集
方
針
の
も
と
で
書
か
れ
た
松
尾
氏
の
「
解
説
」
を
読
む
な
ら
、

そ
こ
に
吉
野
が
展
開
し
た
「
帝
国
主
義
」
批
判
が
、
ま
さ
し
く
当
該
期
に
お

け
る
帝
国
改
造
の
試
み
で
あ
っ
た
様
を
批
判
的
に
描
く
視
座
が
閉
ざ
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
の
で
あ
る
。
吉
野
が
「
民
本
主
義
扁
論
を
提
出
す
る
の

と
金
く
同
時
期
に
、
朝
鮮
論
が
発
表
さ
れ
、
中
国
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
運
動
へ
の
賛
意
が
表
明
さ
れ
る
と
い
う
言
説
空
間
を
分
析
す
る
視
点
は
、

戦
後
民
主
主
義
者
の
帝
国
主
義
批
判
論
（
軍
国
主
義
批
糊
論
）
に
よ
り
現
在

も
塞
が
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
今
日
、
帝
国
日
本
の
知
識
人
が
主
題
化
し
た

植
民
地
主
義
の
機
能
す
る
〈
場
〉
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
向
き
合
う
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

山ノN

　
畜
野
作
造
を
代
表
と
す
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論
者
の
テ
キ
ス
ト
を
い
ま
改
め

て
取
り
上
げ
る
場
合
、
〈
民
本
主
義
と
帝
国
主
義
〉
と
い
う
枠
内
に
お
い
て

な
さ
れ
て
き
た
議
論
を
相
対
化
す
る
と
同
時
に
、
第
一
次
大
戦
後
の
「
帝
国

主
義
」
批
判
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
当
該
期
の
政
治
情
況
に
お
い
て
問
う
と
い
う
、

二
重
の
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
一
言
え
る
だ
ろ
う
。
近
代
日
本
の
帝
国
と

し
て
の
あ
り
様
を
新
た
に
問
う
作
業
は
、
現
在
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

今
日
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
は
、
ま
さ
し
く
テ
キ
ス
ト
読
解
を
規
定
し
て
き
た

歴
史
的
視
座
の
側
で
あ
る
。
（
私
は
す
で
に
、
次
の
論
稿
を
発
表
し
て
い
る

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
参
照
さ
れ
た
い
。
平
野
敬
和
・
三
木
信
吾
「
吉
野

作
造
の
〈
朝
鮮
論
〉
を
読
む
」
〔
『
文
化
交
流
史
研
究
上
創
刊
号
、
一
九
九
七

年
〕
、
平
野
敬
和
「
田
露
戦
争
期
の
吉
野
作
造
」
〔
大
阪
大
学
文
学
部
明
日
本

学
報
』
第
…
八
号
、
　
一
九
九
九
年
〕
。
）
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